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北海道 岩手県
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 2 0 1 0 1 1 1 4 * (C) 26 2 10 0 3 8 3

5 9 1 3 0 1 9 5 5 * 1 0 0 1 2 2 0

6 * 22 4 4 2 1 4 0 6 2 0 1 0 0 4 0

7 2 0 1 0 0 1 1 7 * 12 0 4 4 4 2 1

8 2 0 0 2 0 0 0 8 3 1 0 0 0 1 0

9 * 6 0 3 0 2 3 1 9 * 8 0 4 0 2 3 0

10 * 6 0 2 2 4 7 3 10 * 2 0 1 0 1 1 2

11 * 8 0 3 2 0 6 1 11 0 0 0 0 2 0 0

12 0 0 0 0 0 1 0 12 9 0 4 1 0 8 5

13 4 0 1 2 0 7 1 13 4 0 2 0 1 9 0

14 * (C) 25 0 10 5 1 15 1 14 2 0 1 0 0 2 0

86 5 28 15 10 54 14 69 3 27 6 15 40 11

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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選　手　氏　名

11:45

堂國　和昭

湯浅　真梨也

岩手県少年女子1回戦

主審

副審

会場： 和歌山ビッグホエールCコート

●○

和歌山県バスケットボール協会

熊谷　和幸

一回戦、北海道対岩手県。両チームマンツーマンでスタート。北海道は＃１４のインサイドを中心
に攻める。対する岩手はアウトサイド中心に狙う。北海道のビッグセンターにゴール下を支配され
岩手のファウルが増える。１７対１４北海道リードで１ピリオド終了。２ピリオド岩手の＃４、９
のアウトサイドが決まり始め一進一退の攻防となる前半終了間際、北海道＃５のハーフラインから
のスリーが決まって３８対３２北海道リードで前半終了。
北海道はリバウンドを支配し、さらに＃６のスリーポイント、スティールからの速攻により点差を
広げる。６０対４５で３ピリオド終了。最終クォーター、点差を縮めたい岩手は果敢にミドル
シュートを放つがことごとくリングに嫌われてしまう。残り６分岩手がディフェンスラインを上げ
速い展開に持ち込む。＃４の連続スリーポイントで追いあげる。さらにゾーンプレスをしかけ点差
を縮めるが北海道＃６が再びスリーポイントを沈め８６対６９で北海道が二回戦進出を決めた。北
海道のインサイドのリバウンドの強さが際立ったゲームとなった。果敢に戦った岩手県の粘りも称
えたい。

コーチ

記載者 横矢　直人 （所属）

戦　　評

合計合計

コーチ 中西　秀明

菅野　志帆

安田　有紗

大畠　澄

久米　捺美

久保　愛里

井上　実都季

池田　玲奈

佐藤　菜々実

佐々木　亜美

田中　都

高橋　光

八重樫　一紗長岡　侑里

河村　美侑

田中　未来

栗林　未和

遠山　佳奈

米谷　帆芽

東大野　聖

佐藤　実祐

安彦　佳織

高村　愛実

No. 22C-2 日時：

選　手　氏　名

86 69

2015年9月22日(火)

北海道
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北海道 岩手県


